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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

「君の行く道は」 

学年主任 野村 明日香 

１月に行われた本校を卒業した二十歳になる生徒たちの同窓会に参加した。高校１年の終わりからコ

ロナの影響を受けた生徒達である。生き生きとした表情から大学生活を謳歌している様子が伝わり嬉し

く思った。２月には、高校時代はコロナとは無縁だったが、大学時代に活動の制約を受け、二十歳にな

った年に同窓会を開けなかった学年の会があった。社会人１年目の彼らに近況を聞きながらそれぞれの

今に目を細めるばかりであった。高校時代に人間関係に悩む友達に寄り添った経験から、自らの役割を

養護教諭と定めた生徒は看護師の資格と同時に養護教諭の免許も取得し、１年間の期間採用を経て見事

来年度より採用にこぎつけたこと。食品に興味のあった生徒は国家公務員となり成田空港で検疫の仕事

をしていること。怪我に悩まされたサッカー部の生徒はお世話になった放射線技師に憧れ、３年の秋ま

で部活を続けながら進学し、現在は県外の大学病院で働いていること。大学院でより専門的に学んでい

ること。医師や薬剤師を目指して現在も大学で学んでいること。話しながら１人１人の高校時代が思い

出された。浪人して自分の道を歩んでいる者もいた。どんなルートを辿ろうともみな力強く生きてお

り、高校時代に描いていた道を進んでいる卒業生をみて東高校のパワーを感じた。 

 みなさんはもうすぐ２年生ですね。先輩たちはそれぞれもがきながら自分の進路を決めていました。

そこにはいつも友達がいて共に悩んだり、励まし合ったりしていました。あなたの道はどんな道でしょ

うか。目の前にあることに全力投球することで高校受験を突破した後輩に範を示せる先輩になろう！ 

                

３月の主な行事予定 

     １日（金） 第４５回卒業証書授与式 

    ４日（月） ①②答案返却 ③④大掃除・後期募集準備 ★生徒最終退出１３：３０ 

５日（火）～７（木） 後期募集学力検査・入試採点 ★生徒終日登校禁止 

８日（金） ①～⑥スポーツ大会 

１１日（月） ①～③春季授業  ④⑤答案返却 

１２日（火） ①～⑤スタディサポート 

１３日（水） ①～⑤春季授業 

１４日（木） ①～③春季授業 ④⑤生徒総会 

１５日（金） ①～⑤春季授業 

１８日（月） ①～③春季授業 ④⑤心肺蘇生法講習会 

１９日（火） ①～③春季授業 

２０日（水） 春分の日 

２１日（木） ①学年集会 ②③総合的な探究/LHR（個人写真撮影を含む）④大掃除★更衣あり 

２２日（金） 家庭学習日（新入生オリエンテーション） ★生徒登校１５：００～ 

２５日（月） ①LHR ②納め式・後期終業式 ③④離退任式 

26 日（火）～４月６日（木）学年末休業 

 



「言葉は生き物」 

                                  ５組副担任 伊藤佳子   

「人生を１日に例えると･･･」、よく言われることであるが、私は午後もほどほどの時間である。このくらい

時間が経過すると、言語も人間のように生きて変化していくものだとつくづく実感する。使い勝手や響きの

良さなどから変化したり、昔は存在しなかった事柄が発生して変化したりするのだろう。例えば IT は技術の

進歩に伴って広まり、information はラテン語で"to give form to"を表し、「知識を与えることで人に形を与え

る」という意味らしい。最近ではコロナ禍を経て"vaccine"「ワクチン」のことを vax と言ったりする。日本

の「新語流行語大賞」のような海外の賞に選ばれ、短い表現が受け入れられたようだ。そういえば昔、学園

祭で「アオハル」を、classi で「り」をその時代の生徒たちに教えてもらった。受験でネット出願が出始めた

頃は「E メールで」という表現があり、「G メール」でもよいという話題になった時、「Fメールは何です

か？」という質問が出た。「Z 世代」の由来を考えるとありそうな話だが、社会の急速な変化に比例して理

解が追いつかないほどの速さで多くの言葉が生まれている。 

 変わるものもあれば変わらないものもある。音の美しさもその１つだ。少し前に授業で"A friend in need is a 

friend indeed."という諺があった。"indeed"は広告のおかげで多くの生徒に馴染んでいたが、"～in need"「困っ

ている～」がポイントだったので、「困っている友達は本当の友達」と捉えて混乱した。このことわざは

friend, in need, indeed と韻を踏んで心地よくなっているために、本来なら"A friend who helps you when you are 

in need is a friend indeed."の意味であるが、リズム感が文法に勝って軽快な響きになったのである。表現する

人間の感覚も言語を超えて似ていたりする。"a fair-weather friend"「晴れの日の友達」は"A friend in need ～"

の逆の友達だが、「晴れの日」の感覚は同じらしい。 

 今まさに変化し続ける言語は、人類の歴史とともに発達してきた興味深い生き物である。そして言葉の取捨

選択で伝わる内容も一層洗練されたり、人間味がにじみ出たりもする。他言語を学ぶことは大変ではあるが、

人間の社会や心理と密接に育ってきた愛着のある生き物として接すると、きっと面白い。 

 

「学校というところ」 

             6 組副担任 進藤美津子 

1／20・21、関東高等学校演劇研究大会が甲府で開催され、演劇部副顧問の私もスタッフとして参加し

てきました。さすが県代表とあって、13本、どの高校も素晴らしい舞台を見せてくれました。最優秀賞の

目黒日本大学中学校高等学校の「ごめんね、ごめんで！」は若年性アルツハイマー（？）で学校を離れるこ

とになる先生「トシちゃん」（これは甲府大会だし、田原俊彦を意識？）30 年の教員生活の話で、「忘れた

くないんだよ、あの生徒のこともこの生徒のことも」というセリフは、今思い出しても涙が出るくらい。す

ごく良かった――と、感動が蘇りましたが、この後オーバーワークのせいでか、私はコロナに倒れたのでし

た-…。 

何が言いたいのかというと、学校は感動にあふれた場所だということです。この間の音楽選択者のソロコ

ンサートでも、スキー教室でも、いつもみんなの新たな一面が見えたりして嬉しくなります。もちろん、

日々の授業でも、部活動の場でも、放課後の廊下でも、大小の感動の種がいっぱいです。ある夕立があった

日の放課後だったでしょうか、当番でもだれか見ていたわけでもないのに、廊下の水たまりを見つけ一人で

バケツと雑巾を持ってきて拭いた生徒がいました。表彰されたり得点になったりするわけではないこうした

無償の行為は尊いです。感動しました。「トシちゃん」ではないけれど、こんな生徒たちのことを忘れたくな

い。 

学校は、みんなが学んで伸びようとしている所。思うに任せず嫌なことも失敗することも勿論あります

が、へこたれずやり直してぐんぐん伸びていって、自分も人も幸せになっていくといいですね。皆さんの人

生にも感動と幸多かれと願います。「先生」という職業もいいものですよ。 


